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高橋則行                  

① 近代の東葛飾 

幕末及び明治維新直前の流山の支配体制は代官や旗本知行地の天領分 

        がおよそ６５％飛地としての田中藩本多家の大名領が３５％でした。 

        この時の房総３国の所領体制につき調査した結果を下記「表」にまと 

         めてみました。（赤字表示は後に葛飾県印旛県に包括される藩）  

     

【近代の東葛飾】

明治維新直前の　安房　上総　下総三国の所領体制

国名 在所 石高 藩主

安房 勝山 １万５千石 酒井忠美

同 館山 １万石 稲葉正善

同 船形 １万石 平岡道弘

上総 久留里 ３万石 黒田直養

同 大多喜 ２万石 大河内正質

同 飯野 ２万石 保科正益

同 佐貫 １万６千石 阿部正恒

同 鶴牧 １万石 水野忠順

同 一宮 １万石 加納久宣

同 請西 １万石 林忠崇

下総 佐倉 １１万石 堀田正倫

同 関宿 ４万８千石 久世廣文

同 多古 １万石 久松勝行

同 高岡 １万石 井上正順

同 生実 １万石 森川俊方

同 小見川 １万石 内田正学

同 結城 １万８千石 水野勝任

同 古河 ８万石 土井利則

　　　　 ＊　上記１８藩以外にも実際は天領や旗本知行地及び

　　　　　　　　　　　　　　他藩の采地（飛び地）なども存在していた。

赤字は流山にも関係する諸藩



② 大学区一覧表 

        明治５年８月３日の太政官発令の学制発布は教育の機会均等の理念に基  

   づき全国を大 中 小に区分けし１大学区に３２中学区１中学区に２１０の 

       小学区を設立する計画を立てました。流山地域は第一大学区二十六番中学区 

       に指定されました。そこで最大のブロックである大学区の区割りにつき調査 

       した結果が以下の表です。明治５年の末には廃藩置県により三府七十二県が 

       誕生しました。下記「表」に表示されています。 

 

     


